
「５K」 が描く さいたま市の未来
皆さま、こんにちは。さいたま市長の清水勇人です。

さいたま市では、「交通」「強靭」「教育」「環境」「健康・ス
ポーツ」の５つの強み『５K』 を活かしたまちづくりを柱として取
り組んでいます。今回はその中から、最近のうれしいニュースと
なった「教育」と「健康・スポーツ」の２つをご紹介します。

◆中３生の英語力 7回連続全国１位！

文科省の英語教育実施状況調査で、さいたま市の中学３
年生の英語力が７回連続で全国１位に。英検３級相当以
上の英語力を持つ生徒の割合は88.9％と、全国平均を大き
く上回っています。この成果は、小１から中３まで９年間を通
して学ぶ独自の英語教育「グローバル・スタディ」をはじめ、イン
グリッシュキャンプなど〝使える英語〟を実践してきた積み重ね
によるものです。児童生徒のがんばりを誇らしく思います。

令和８年７月号

【プロフィール】
昭和37年3月25日生まれ
平成21年5月～さいたま市長

現在５期目。ほかに指定都市市長

会副会長、さいたま市社会福祉協
議会会長、日本サッカーを応援す
る自治体連盟会長など

趣味はマラソン、手話ダンス、茶道
ラーメン、スイーツが大好き

座右の銘は「素志貫徹」

◆スポーツがまちと人を元気にする！
さいたまスポーツコミッションが「自転車活動推進功績者」
として国土交通大臣表彰を受けました。

高く評価された取組のひとつが、「ツール・ド・フランスさいた
まクリテリウム」です。2013年の大会開始以来、世界194
の国と地域へ配信され、累計120万人の方々にご来場い

ただき、約332億円の経済波及効果を生み出してきました。
また、大会を契機にこの間、自転車通行帯は16kmから
約15倍の247kmへと拡張され、市民の自転車利用率

は7.5％から18.6％へと向上、スポーツ実施率は39.7％
から71.3％へと大きく伸びています。
スポーツイベントは、人やまちを元気にするひとつの〝きっか

け〟です。健康づくり、地域経済の活性化、子どもたちへ夢
を届ける教育、自転車のまちづくりなど様々な側面から、未
来につながる大切な投資であると私は考えています。
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さいたまマラソン2027 エントリー開始
毎年好評を頂いている「さいたまマラソン」。2027年大会のエン

トリーが7月1日からスタートします。大会アンバサダーは五輪金メダ
リストの高橋尚子さん。来年2月14日、中央区のGMOアリーナさ
いたま周辺で号砲！多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
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